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　令和 3 年 2 月 18 日（木）に　品川プリンスホテル メインタワーに於いて
全国から 48 会員の皆様に出席いただき、令和 2 年度通常総会が開催されま
した。
　今年の総会はオンラインによるライブ中継を初めて実施しました。

令和２年度通常総会
開催される
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開
会
の
辞
　
寺
門
専
務
理
事

　

令
和
2
年
度
通
常
総
会
開
会
の
辞

会
長
挨
拶
　
北
村
会
長

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

本
日
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
継
続
し
て
い
る

中
、
一
般
社
団
法
人 

日
本
陸
送
協
会
通
常
総
会

に
ご
出
席
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
出
席
を
自
粛
さ
れ
た
会
員
も
多
数
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
か
ら
、
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま

す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
中
継
を
行

う
こ
と
と
致
し
ま
し
た
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
の
年
明
け
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の

大
爆
発
と
い
う
状
況
下
、
北
信
越
地
方
を
中
心

に
記
録
的
な
大
雪
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
北
陸
自

動
車
道
で
は
１
５
０
０
台
も
の
車
両
が
立
ち
往

生
す
る
な
ど
、
自
衛
隊
に
災
害
救
助
要
請
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
2
月
13
日
に
は
、
福
島
県
沖
で
、

10
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
余
震
と
言
わ
れ
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
3
を
記
録
す
る
地
震
が

発
生
致
し
ま
し
た
。
幸
い
津
波
の
発
生
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
自
然

災
害
は
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
よ
り
増
長
さ

せ
る
も
の
で
あ
り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、
本
日
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
世
の
中
の
変
化
に
対
し
て
、
今
後
、
陸

送
協
会
と
し
て
取
り
組
む
必
要
の
あ
る
領
域
に

つ
い
て
、
私
な
り
の
視
点
で
の
お
話
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
始
め
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
封
じ
込

め
と
、
経
済
活
動
の
再
開
に
苦
慮
し
た
昨
年
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　

昨
年
1
月
に
中
国
武
漢
で
確
認
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ

ン
セ
ス
号
の
横
浜
港
の
入
港
に
よ
り
、
日
本
で

も
大
き
な
危
機
感
と
し
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
世
界
各
地
に
感
染
が
急
速
に
広
が
り
、

3
月
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ

−

世
界
保
健
機
関
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
、
感
染
の
爆

発
い
わ
ゆ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
認
定
し
、
各
国

で
経
済
封
鎖
、
都
市
封
鎖
と
い
っ
た
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

−

Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
、
２
０
２
０
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

延
期
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

我
国
で
は
、
４
月
に
発
出
さ
れ
た
全
国
緊
急
事

態
宣
言
に
よ
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間

中
の
ヒ
ト
の
移
動
を
抑
え
込
ん
だ
わ
け
で
す
が
、

法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
こ
の
自
粛
に
対
し
て
、

当
初
そ
の
効
果
を
疑
問
視
す
る
コ
メ
ン
ト
が
報

道
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
実
際
は
「
和
」
を
大
切

に
す
る
日
本
人
の
国
民
性
故
か
、
感
染
者
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
49
日
間
に

渡
る
緊
急
事
態
宣
言
は
、
国
内
経
済
や
各
産
業

に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
後

観
光
業
や
飲
食
業
の
復
活
を
図
る
た
め
の
経
済

活
性
化
の
支
援
と
し
て
、「G

o to T
ravel

」
が

展
開
さ
れ
、
人
々
の
動
き
が
夏
以
降
活
発
に
な

り
ま
し
た
が
、
空
気
が
乾
燥
す
る
冬
場
に
入
り

感
染
は
再
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
日
本

政
府
は
12
月
に
「Go to T

ravel

」
を
全
国
一
斉

に
停
止
し
年
末
年
始
の
移
動
を
抑
え
込
む
策
に

転
じ
ま
し
た
が
、
新
年
に
入
り
感
染
が
爆
発
し
、

首
都
圏
4
都
県
に
対
し
て
緊
急
事
態
宣
言
が
再

発
出
さ
れ
、
同
様
に
医
療
体
制
の
崩
壊
が
懸
念

さ
れ
る
中
部
圏
・
近
畿
圏
な
ど
に
宣
言
を
拡
大

し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「G

o to T
ravel

」
が
、
経
済
効
果
を
創
出
し

た
こ
と
は
、
紛
れ
の
な
い
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、

冬
場
に
入
り
感
染
が
拡
大
す
る
こ
と
は
専
門
家

全
員
が
予
見
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
向
け

た
医
療
体
制
の
整
備
が
十
分
に
行
わ
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
、
再
度
、
宣
言
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
向
け
た
準
備
は
我
が
国
で
も
進
ん

で
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス

と
の
共
生
が
、
よ
り
現
実
的
な
も
の
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
陸
送
協
会
の
活
動
も
大

き
く
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本

年
の
活
動
計
画
に
つ
き
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
感

染
状
況
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
後
ほ
ど
、
総
会
の
議
事
の
中
で
具
体
的

に
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
、
ご
審
議
を
お
願
い
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
国
内
自
動
車
市
場
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
暦
年
の
新
車
販
売
台
数
は
、
前
年

対
比
88
・
５
％
と
な
り
、
60
万
台
減
少
の
約

４
６
０
万
台
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
四
半
期
ご

と
に
見
て
み
る
と
、
1

−

3
月
期
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
前
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
昨
年
10
月
の
消
費

税
増
税
の
反
動
を
受
け
、
前
年
対
比
89
・
8
％

で
あ
り
ま
し
た
。
全
国
緊
急
事
態
宣
言
の
影
響

を
受
け
た4-6

月
期
は
、
前
年
対
比
68
・
2
％
ま

で
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
メ
ー
カ
ー
の
生
産
体

制
が
緩
や
か
に
回
復
基
調
に
入
っ
た
7

−

9
月

期
は
、
前
年
対
比
85
・
4
％
ま
で
回
復
致
し
ま

し
た
。
10

−

12
月
期
に
は
、
前
年
対
比
１
１
４
・

6
％
と
い
う
2
桁
増
と
な
り
ま
し
が
、
一
昨
年

は
消
費
税
増
税
の
反
動
で
、
市
場
が
約
16
％
落

ち
込
ん
で
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
依
然
回
復

途
上
と
い
う
認
識
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 

一
方
、
中
古
車
流
通
は
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で

は
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
6
月
以
降
順
調
に
回

復
し
、
前
年
対
比
98

−

3
％
、
約
６
９
０
万
台

と
い
う
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
、
極
力
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
た
く
な
い
、
自
分
の
ク
ル
マ
で
移
動
し
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
、
新
車
の
減
産
体
制
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の
中
で
、
中
古
車
市
場
が
旺
盛
だ
っ
た
と
い
う

背
景
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

新
車
販
売
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た

め
、
人
と
の
接
触
を
避
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の

中
で
、
新
車
の
発
表
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信

し
た
り
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
へ
の
来
店
客
が
減
少

す
る
こ
と
に
対
し
て
リ
モ
ー
ト
商
談
を
通
じ
た

受
注
活
動
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
中
古
車
流
通

に
お
い
て
は
、
新
車
販
売
の
減
少
に
伴
い
、
良

質
な
中
古
車
の
玉
不
足
も
顕
在
化
し
、
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
参
加
率
も
上
昇
い
た
し
ま
し

た
。
実
物
を
確
認
で
き
な
い
の
で
、
精
度
の
高

い
画
像
を
提
供
し
遠
方
か
ら
の
中
古
車
の
仕
入

れ
が
で
き
る
よ
う
な
、
感
染
対
策
と
営
業
活
動

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、

ク
ル
マ
の
売
り
方
や
買
い
方
に
変
化
が
生
ま
れ

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
我
々
が
、
運
べ
な
け
れ
ば
、

自
動
車
産
業
の
回
復
に
は
繋
が
ら
な
い
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
を
通
じ
て
、
会

員
各
社
の
乗
務
員
の
方
々
に
は
、
県
を
跨
ぐ
輸

送
で
嫌
み
を
言
わ
れ
た
り
、
引
取
り
先
や
納
車

先
で
感
染
者
が
発
生
す
る
と
い
っ
た
状
況
の
中
、

ク
ル
マ
を
待
っ
て
い
る
お
客
様
や
整
備
を
待
っ

て
い
る
お
客
様
の
ご
要
望
に
応
え
、
輸
送
を
遂

行
し
、
自
動
車
産
業
の
回
復
に
貢
献
し
て
頂
い

た
こ
と
に
対
し
て
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
、
今
後
の
日
本
は
、

新
し
い
日
常
を
生
み
出
す
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
、
脱

炭
素
を
目
指
す
グ
リ
ー
ン
化
、
そ
し
て
、
電
子

化
や
シ
ス
テ
ム
化
を
推
進
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
に
迫
る
乗
務
職
の
働
き
方
改
革

関
連
法
の
施
行
、
す
な
わ
ち
、
時
間
外
労
働
時
間

の
削
減
を
目
指
し
て
、
新
し
い
日
常
生
活
、
新

し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
が
、
陸
送
業
界
に
も
問
わ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

グ
リ
ー
ン
化
に
つ
い
て
の
自
動
車
産
業
の
対

応
は
、
電
動
化
の
推
進
と
な
り
ま
す
。
既
に
、

東
京
都
と
大
阪
府
は
、
２
０
２
５
年
に
、
内
燃

式
機
関
エ
ン
ジ
ン
だ
け
の
動
力
か
ら
電
動
化
に

切
り
替
え
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
各
メ
ー

カ
ー
も
電
動
化
計
画
を
発
表
し
て
お
り
ま
す
。
全

て
の
ク
ル
マ
が
電
動
化
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
ク

ル
マ
そ
の
も
の
の
重
量
が
重
く
な
り
、
現
在
の

「
道
路
法
」
の
枠
組
み
で
は
輸
送
効
率
が
悪
化
す

る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
一
軸
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
ー

の
積
載
重
量
に
限
界
が
あ
る
中
で
、
今
後
の
機

材
の
あ
り
方
を
ど
う
す
る
べ
き
な
の
か
、
ト
ラ
ッ

ク
自
体
の
電
動
化
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く

の
か
を
、見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
国
交
省
は
、

特
車
通
行
許
可
申
請
の
簡
素
化
に
向
け
て
、
通
行

可
能
経
路
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
車
載
型
重
量
計
の
装
着
の
方
向

性
も
議
論
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
更
に
は
、
車
検

証
の
電
子
化
や
高
速
道
路
の
無
人
化
、
す
な
わ

ち
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
専
用
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

な
ど
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
我
々
の

付
帯
作
業
が
増
加
し
た
り
、
積
載
乗
務
員
や
自
走

員
に
負
荷
が
か
か
る
と
す
る
な
ら
ば
、
２
０
２
４

年
に
向
け
た
、
乗
務
職
の
時
間
外
労
働
時
間
の

削
減
活
動
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
今
後
の
陸
送
協
会
の
活
動
も
、
働
き

方
改
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
、
グ
リ
ー
ン
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
視
点
を

も
っ
た
活
動
に
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
市
場
の
動
き
や
各
種
規
制
の
動
向
に
対

し
て
、
国
交
省
や
自
工
会
・
自
販
連
・
自
動
車

総
連
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
、
行
政
へ
の
働
き

か
け
、
荷
主
へ
の
理
解
を
求
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
、
公
道
を
職
場
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
の
確
立
と
輸
送
秩
序

の
確
立
が
最
重
点
活
動
で
あ
り
、
今
後
も
陸
送

協
会
の
基
本
方
針
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

活
動
の
柱
と
な
っ
て
い
る
教
育
認
定
制
度
の

活
動
も
大
き
く
制
限
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ

の
中
で
、
関
東
運
輸
局

−

神
奈
川
支
局
に
行
政

表
彰
制
度
を
導
入
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
、
現
在
、
他
の
支
局
に
も
制

度
を
導
入
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
て
、
教
育
認
定
制

度
の
座
学
に
オ
ン
ラ
イ
ン
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

導
入
し
、
実
技
で
は
感
染
予
防
対
策
の
検
討
を

事
務
局
で
進
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
、
各
支
部

の
総
会
や
優
良
従
事
者
表
彰
の
開
催
に
つ
い
て
、

中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会

員
各
社
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
感
染
予
防
を
徹
底
し
て
頂
き
、
自
動
車
産
業

が
日
本
経
済
の
回
復
を
牽
引
し
、
陸
送
業
界
が

そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
自

信
と
誇
り
を
持
ち
、
安
全
と
安
心
と
共
に
、
お

ク
ル
マ
を
お
届
け
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

ウ
イ
ル
ス
と
の
共
生
が
、
早
く
現
実
的
な
の
も

の
に
な
り
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
素

晴
ら
し
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
長
選
出
　
北
村
会
長

　

北
村
会
長
に
議
長
の
選
出
が
一
任
さ
れ
、
定

款
第
15
条
の
規
定
に
よ
り
石
田
副
会
長
が
議
長

に
選
出
さ
れ
た
。

開
会
宣
言
及
び
議
事
録
署
名
人
の
指
名

（
１ 

）
議
長
か
ら
定
款
第
18
条
１
項
の
規
定
で
定
め

る
総
会
の
定
足
数
に
つい
て
、
会
員
総
数
７
０
４

会
員
（
う
ち
正
会
員
５
１
５
会
員
）、
本
日
の

出
席
者
48
会
員
（
う
ち
正
会
員
36
会
員
）、
委



5 任
状
提
出
者
３
６
９
会
員
で
、
正
会
員
出
席

者
数
、
委
任
状
提
出
者
数
の
合
計
が
４
０
５
会

員
と
な
り
、
正
会
員
総
数
の
過
半
数
を
超
え
、

総
会
が
成
立
す
る
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

（
２ 

）
定
款
第
19
条
2
項
の
定
め
に
よ
り
議
事
録

署
名
人
に
磯
部
芳
治
理
事
及
び
柴
﨑
康
男
理

事
が
指
名
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

議
案
審
議第

１
号
議
案

（
１
）
令
和
2
年
度
事
業
報
告

　

 　

資
料
に
基
づ
き
寺
門
専
務
理
事
よ
り
下
記

の
事
業
活
動
並
び
に
組
織
運
営
の
報
告
が
な

さ
れ
た
。

Ⅰ　

事
業
活
動

　

１ 

．「
令
和
2
年
度
日
本
陸
送
協
会
短
・
中
期

活
動
計
画
」
に
基
づ
く
活
動
推
進

　
　

①
「
教
育
・
認
定
制
度
」
の
推
進

　
　

② 

陸
送
事
業
者
の
実
態
把
握
と
関
係
先
へ

の
理
解
活
動

　
　
　

１
）
陸
送
事
業
概
況
調
査

　
　
　

２ 

）
積
載
車
路
上
積
み
降
ろ
し
作
業
問

題
の
解
決

　
　
　

３ 

）
自
走
車
に
対
す
る
高
速
料
金
割
引

適
用
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　

③
支
部
活
動
の
支
援
・
充
実

　
　

④ 

交
通
事
故
抑
止
、
環
境
保
全
に
関
す
る

機
器
等
の
導
入

　
　

⑤ 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
確
立

　

２
．
渉
外
・
広
報
活
動
の
推
進

　

３
．
安
全
の
確
立

　

４ 

．
輸
送
機
器
、
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
改
良
等

の
推
進

　

５ 

．
会
員
数
及
び
陸
送
事
業
の
統
計
（
実
態

調
査
に
よ
る
）

Ⅱ　

組
織
運
営

　

１ 

．
本
部
総
会
及
び
支
部
総
会
の
実
施
報
告

　

２ 

．
理
事
会
の
実
施
報
告

　

３ 

．
正
副
会
長
会
議
及
び
委
員
会
等
の
実
施

報
告

（
２
）
令
和
２
年
度
決
算
報
告

　

 　

続
い
て
、
寺
門
専
務
理
事
よ
り
令
和
２
年
度

決
算
に
つ
い
て
、収
支
計
算
書
、貸
借
対
照
表
、

正
味
財
産
増
減
計
画
書
等
の
報
告
並
び
に
令

和
２
年
度
決
算
書
（
1
月
1
日
～
12
月
31
日
）

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（
３
）
令
和
２
度
会
計
監
査
報
告

　

 　

細
谷
監
事
よ
り
会
計
監
査
を
令
和
３
年
１

月
27
日
（
水
）
実
施
し
た
結
果
、
本
協
会
の

業
務
及
び
財
産
の
状
況
並
び
に
事
業
報
告
及

び
決
算
に
つ
い
て
、
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い

る
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

　

議
長
は
、
第
1
号
議
案
の
議
決
に
つ
い
て
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案

（
１
）
役
員
の
改
選

　

 　

議
長
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
改
選

が
行
わ
れ
る
旨
報
告
さ
れ
た
。

　
　

退
任
理
事
４
名
を
紹
介

　
　
　

宮
本　
　

隆　

理
事

　
　
　

檜
野　

義
則　

理
事

　
　
　

袴
田　

直
人　

理
事

　
　
　

板
坂　

克
則　

理
事

　
　

新
任
理
事
５
名
を
紹
介

　
　
　

岡
田　

康
幸　

理
事

　
　
　

松
井　

正
典　

理
事

　
　
　

上
原　

敏
裕　

理
事

　
　
　

福
井　

弘
之　

理
事

　
　
　

井
上　
　

豊　

理
事

（
２ 

）
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
監
事
の
改
選

　

 　

理
事
・
監
事
候
補
者
24
名
の
承
認
に
つ
い

て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

（
３ 

）
会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
の
選
任

　

 　

議
長
よ
り
、
会
長
、
副
会
長
及
び
専
務
理

事
の
選
任
は
理
事
の
互
選
と
な
る
た
め
、
協

議
時
間
を
と
り
、
左
記
の
と
お
り
選
任
さ
れ

た
の
で
紹
介
さ
れ
た
。

　
　
　

会　

長　
　

北
村　

 

竹
朗

　
　
　

副
会
長　
　

水
野　
　

 

功

　
　
　
　

〃　
　
　

青
木　

 

信
幸

　
　
　
　

〃　
　
　

石
田　

 

聡
彦

　
　
　
　

〃　
　
　

大
河
原 

正
喜

　
　
　
　

〃　
　
　

福
井 　

弘
之

　
　
　

専
務
理
事　

寺
門 

巳
知
男

第
３
号
議
案

（
１
）
令
和
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　

 　

資
料
に
基
づ
き
寺
門
専
務
理
事
よ
り
説

明
が
あ
り
、
事
業
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、

各
支
部
と
共
に
行
政
・
関
係
団
体
と
の
一

層
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
引
き
続
き
業
界

が
抱
え
る
様
々
な
課
題
解
決
に
努
め
て
い

く
た
め
、「
安
全
の
確
立
」、「
輸
送
秩
序
の

確
立
」、「
経
営
環
境
の
改
善
」
な
ど
各
々

の
事
項
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
旨
の

説
明
が
あ
っ
た
。
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柴﨑理事（左）、磯部理事（右）

細谷監事
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	 （5）	 陸送協会ニュース	 第 177号

令
和
３
年
１
月
正
副
会
長
会
議

日
　
時　

令
和
3
年
1
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　

14
時
～
14
時
30
分

場
　
所　

ウ
エ
ブ
会
議

　
　
　
　
（
㈱
ゼ
ロ
と
参
加
会
社
と
回
線
経
由
）

議
　
事

（
審
議
事
項
）

（
1 

）
令
和
2
年
度
通
常
総
会
に
つ
い
て

　

①
令
和
2
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

　

② 

令
和
3
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支

予
算
（
案
）

　

③
役
員
の
変
更
に
つ
い
て

　

④ 

令
和
2
年
度
通
常
総
会
の
議
事
進
行
等
に

つ
い
て

（
2 

）
日
本
陸
送
協
会
の
会
員
の
入
退
会
に
つ
い

て

　

各
事
項
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。 本

部
だ
よ
り

正副会長会議

定例理事会

令
和
３
年
１
月
書
面
理
事
会

日
　
時　

令
和
3
年
1
月
21
日
（
木
）

	

北
海
道
支
部

　

北
海
道
支
部
総
会
は
書
面
決
議
と
な
り
議
題
の

令
和
２
年
度 

事
業
報
告
、
決
算
報
告
及
び
令
和

支

部
だ
よ
り

3
年
度 

事
業
計
画
、
収
支
予
算
（
案
）
は
3
月

3
日
承
認
さ
れ
た
。

　

尚
、
優
良
従
事
者
表
彰
式
に
つ
い
て
は
延
期
と

な
っ
た
。

（
２
）
令
和
３
年
度
収
支
予
算
（
案
）

　

 　

資
料
に
基
づ
き
寺
門
専
務
理
事
よ
り
説
明

が
あ
っ
た
。

　

 　

議
長
は
、
第
３
号
議
案
の
議
決
に
つ
い
て

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

（
１
）
定
款
変
更
（
案
）

　

 　

資
料
に
基
づ
き
寺
門
専
務
理
事
よ
り
説
明

が
あ
っ
た
。

　

 　

議
長
は
、
第
４
号
議
案
の
議
決
に
つ
い

て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。

閉
会
の
こ
と
ば
　
寺
門
専
務
理
事

　

 　

令
和
２
年
度
通
常
総
会
の
終
了
宣
言

５ 

．
日
本
陸
送
協
会
の
会
員
の
入
退
会
に
つ
い
て

６
．
令
和
3
年
度
行
事
予
定
に
つ
い
て

７ 

．
令
和
3
年
度
日
本
陸
送
協
会 

短
・
中
期
活

動
計
画
に
つ
い
て

　

・ 

日
本
陸
送
協
会 

部
会
・
委
員
会
の
ワ
ー
キ

ン
グ
か
ら
の
報
告

　

各
事
項
審
議
後
承
認
さ
れ
た
。

議
　
事

１
．
令
和
２
年
度
通
常
総
会
に
つ
い
て

　

①
令
和
２
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

　

② 

令
和
3
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支

予
算
（
案
）

　

③
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　

④
令
和
２
年
度
通
常
総
会
に
つ
い
て

２ 

．
日
本
陸
送
協
会
会
員
の
入
退
会
に
つ
い
て

　

 　

各
事
項
、
理
事
全
員
に
よ
る
書
面
に
よ
る

回
答
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

令
和
３
年
２
月
定
例
理
事
会

日
　
時　

令
和
3
年
2
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　

14
時
～
14
時
40
分

場
　
所　

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

　
　
　
　

メ
イ
ン
タ
ワ
ー
3
階
（
り
ん
ど
う
）

議
　
事

１ 

．
令
和
2
年
度
通
常
総
会
の
議
事
次
第
他
に

つ
い
て

２
．
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

３
．
定
款
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

４ 

．
会
費
徴
収
規
定
の
特
別
会
員
の
変
更
に
つ

い
て
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入
退
会
情
報

入
退
会
情
報

入　会（５社）
　関東支部　令和３年１月　株式会社りくそう屋　関東営業所	
　近畿支部　令和３年１月　株式会社夢皆舎
　近畿支部　令和３年２月　㈱メンテナンス・コシバ大阪出張所
　近畿支部　令和３年２月　㈱メンテナンス・コシバ京都出張所
　九州支部　令和３年２月　東西海運㈱　福岡支店	

退　会（２社）
　関東支部　令和３年１月　三井埠頭㈱東扇島営業部
　中国支部　令和３年１月　株式会社日之出運輸

会員の皆様へ会員の皆様へ

経
過
・
予
定

経
過
・
予
定

経過報告
	1	/21　	正副会長会議兼総務部会
	1	/21　１月書面理事会
	2	/18　２月定例理事会
	2	/18　日本陸送協会　令和2年度通常総会
	3	/	3	　北海道支部書面総会

今後の予定
	3	/18　正副会長会議兼総務部会
	4	/23　自動車総連との産業労使会議
	4	/23　正副会長会議兼総務部会
	4	/23　４月臨時理事会

●  令和３年　春の全国交通安全運動について
　日本陸送協会は令和３年４月１日から４月30日までの一か月間を交
通安全強化月間と定め、自動車陸送事業における交通事故防止の徹底を
図ることを目的に全国交通安全運動を実施します。

●  日本陸送協会ホームページについて
※�新型コロナウィルス関連はホームページの会員用「協会からのお知ら
せ」に掲載しております。

・�日本陸送協会のホームページを多くの皆様に閲覧して頂く為に、会員
様のホームページからもリンク出来ますように、バナーを貼って頂け
ますようお願い申しあげます。

2021春の
全国交通安全運動

◉運動実施期間◉
2021年4月1日（木）～4月30日（金）

このポスターの標語は、
「トヨタ輸送株式会社 東富士営業所 松枝 慎一郎さん」の

交通安全運動標語入賞作品です。

全国交通安全運動　
　気
を
つ
け
よ
う

　知
ら
な
い
道
よ
り

　
　
　慣
れ
た
道

日本陸送協会ホームページURL http://rikusoukyoukai.org/

日本陸送協会のホームページは１～2ヶ月に一度改定しておりますので閲覧下さい。会員専用ページ閲
覧には下記のID・パスワードが必要です。
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